
CPB（R2.2.6)観戦者アンケート結果

アンケート集計数 39

回答者年齢 1 20歳未満 3
2 20−29歳 7
3 30−39歳 8
4 40ー49歳 12
5 50−64歳 6
6 65歳以上 4

オープンデータの知名度 1 知っていた 25
2 言葉は知っていた 6
3 ほとんど知らなかった8

「SENAオープンデータポータルサイト」を知っていたか
1 知っていて使用 4
2 知っていたが未使用12
3 名前は聞いたことがある3
4 知らなかった 21

どの分野のオープンデータを利用すべきか
1 地域のまちづくり 25
2 観光やイベントの案内21
3 地域文化の伝承 12
4 地場産業の振興 14
5 福祉の向上・充実 9
6 学校での教育・教材29
7 防災意識の向上 8
8 犯罪の防止 8
9 その他 3

主なその他の内容
インバウンド、子育て、環境保全、交通面、多文化共生に関するデータ

どのようなデータをオープンデータとして公開すべきか
・購買データや消費者動向に関するデータ
・食やイベントなど観光につながるデータ、どこから来てとこへ行っているか分かる観光動態データ
・家計（平均生活費）、少子高齢化、高齢者介護の条件、学校献立表など
・公衆トイレの場所や公共の会議室のデータ
・行政データのみでなく⺠間の保有するデータも利用できるとよい
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CPBにまた参加したいか
1 参加してみたい 28
2 どちらともいえない9
3 参加したくない 0

主な感想
・面白かった。各チームの個性が出ていた。
・各市町村のことがよく分かった。
・発表者を学生に統一したほうが良い。
・また開催してほしい。
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